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１． 背景と目的 

牛山ら 1)によると，豪雨災害による犠牲者のうち，「能動的犠

牲者」と呼ばれる自らの意志で用水路や河川などに接近して死

亡する人の数が 3割を超えている． 2013年 10月には栃木県宇

都宮市の鬼怒川河川敷で小型犬の死体 40 匹が不法投棄された

問題が大きな話題になるなど，河川に対するモラルの低下及び

河川に対する知識の不足が懸念されている．これらの問題の根

底として，人々の河川への認識・関心・理解の低さが指摘され

ている．例えば，東北大学工学部土木系 3 年生 40 人のうち，

水制を知っている学生はわずか1人であった（図1）．本研究は，

河川認識に関する既往研究をまとめ，効果的な手法と研究に関

する不足点をまとめることを目的とする． 

  

２． 既往研究の河川認識 

河川に対する人間の認識について，景観的アプローチや河川整備の評価を通して，どのような河川を人々が好む

か或いはどのようは人々が河川に関心があるかが調べられている． 

小池ら 2)は幾何的空間解析と認知心理学的アプローチを用いて，好ましい都市河川のあり方を検討した．神田川を

モデルとした幅 10mの河川において，河岸地の幅 k，建物の高さ t，水面の深さ dの 3つのパラメータを変えた透

視図を見せる心理実験によって，k/t = 0.75, d=3m 程度の空間構造が好ましいことを明らかにした．また，認知心

理学的な階層モデル（外的環境→判断→評価の 3段階の階層）による調査から，「近づきやすい」，「季節感のある」

といった判断項目は「親しみのある」という評価項目と相関していて，「季節感のある」という判断項目は「樹木が

多い」という外的環境項目と相関していた．しかしながら，このような相関は対象とする地域によって違う傾向が

出ることもあった． 

宮崎ら 3)は，滋賀県の菅沼地区土地改良関連環境保全事業を対象に，トラベルコスト法と地域住民によるアンケ

ートから，親水機能の便益と選好を試算した．その結果，便益の経済評価額を定量的に求め，選好が若年層と中高

年層，農家住民と非農家住民で異なるということを明らかにした． 

小葉竹ら 4)は，利根川の支川である渡良瀬川及び桐生川流域の中でも河川整備（公園化）が盛んに行われた地域

に対して，河川整備に対する考えについてアンケート調査を行った．その結果，整備地点に近い人ほど失敗と評価

している人が増えること，割高でも多自然型工法を望む人のほうが多いこと，河川整備が失敗だと思う人の理由は

「整備の意図が不明確であること」と「住民の意見が反映されていないこと」であること，計画立案参加に対して

興味はあるが参加まではしないと考えている人が多いこと，などが明らかになった． 

武藤ら 5)は反応時間を用いた行動指標による評価を行った．不快画像による反応時間の遅延から，「自然度」「親
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表 1 : 既往研究における河川認識のまとめ 

水性」は有意な影響があるが，「ごみ」「水質」は有意でないことが明らかになった． 

和田ら 6)はアンケート調査による結果から，水辺環境管理活動への参加意思は，年齢が高くなるに従い高くなり，

住民による活動を重視した河川管理を行うことが今後の水辺環境の利用及び保全において効果的であると示した． 

伊藤 7)らは，河川体験学習の実施校におけるアンケート調査の結果から，知識の向上の効果を定量的に示した．

また有意ではないものの，災害への関心や地域への関心について，集計結果割合から効果があると結論づけた． 

 

３． まとめ 

 

既往研究では，人間と河川の関わりを，認知心理学的アプローチやアンケート調査によって評価されている．認

知心理学的手法は隠れた意識を定量的に把握でき，バイアスが少ないというメリットがある．アンケート調査は，

調べたい対象について直接的に尋ねられるため結果が得られやすいが，地域や性別などで結果が異なりやすく，考

察の際には注意が必要である． 

これらの研究はおもに，ある事業や事象の結果，及び仮想的に作成した景観に対する人間の反応を扱っている．し

かしながら，その反応のベースとなる価値観を形成する個人個人の経験について取り扱っているものはない．即ち，

水害経験の有無や，子供時代に河川で遊んだ経験の有無など個人の経験が河川への関心度に影響を与えていると考

えられる．これを把握するためには，河川への経験と河川関心の相関について調査が必要である． 

 

４． 結論 

既往研究から，河川への関心を高めるものとして，景観，親水性，季節感，教育といった要素が指摘されている．

関心度の傾向には男女や地域などで結果が異なりうるが，それに加えて個人の河川体験が関心に作用していると考

えられるが，この分野の研究は少ない．
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